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●とき

平成27年 4月 23日 (木 )

●ところ

三原文化会館 大ホール

苅田町青少年育成町

27回 総
民会議

=̂
苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
第
ν
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
、
行
橋
敬言
察
署

生
活
安
全
課
長
　
有
吉

浩
氏
、

苅
田
町
議
会
議
長
　
坂
本
東

二

郎
氏
が
ご
出
席
下
さ
い
ま
し
た
。

吉
廣
町
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
昨
年
度
の
主
な
事
業
と
決
算

報
告
が
あ
り
、
今
年
度
の
事
業
計

画
案
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
出
、
総
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

新三役の方々

〈
ム
　
　
匡ヌ

三
角

副
会
長
吉
野
門
冨

理
事
長
長
田

主
計

氏

祐
江

氏

利

子

氏

厳̈

氏

《
重
点
目
標
》

１

子
ど
も
同
士
や
子
ど

も
と
大
人
の
ふ
れ
あ
い
を

重
視
し
、
地
域
で
の
異
年

齢

の
交

流

の
場

と
な

る

諸
行
事
を
企
画
し
、
各
団

体
の
活
動
を
推
進
す
る
。

２
．
青
少
年
の
非
行
防
止

に
努
め
、
不
審
者
や
事
故

等

か

ら
子
ど

も
た
ち
を

守
る
活
動
を
推
進
す
る
。

３
．
苅
田
町
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
苅
田
町
非
行
防

止
推
進
事
業
」
の
主
旨
に

沿
い
、
積
極
的
に
事
業
に

参
画
す
る
。

４
．
青
少
年
も
社
会
の
一員

で
あ

る

こ
と
を
自

覚

す

る
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
す
る
。

５
．
青
少
年
問
題
に
関
す

る
、
広
報

、
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ

か

ら

の
青

少
年

の
健

全

育
成
を
推
進
し
て
ま
い
リ

ま
す
。

４
月

５
月
６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

○
防
犯
広
報
活
動
（年
間
毎
週
一回
）

○
理
事
会
・総
会

○
少
年
を
守
る
日
補
導

（毎
月
第
３
水
曜
日
）

○
港
ま
つ
り
花
火
大
会
会
場
教言
備

○
朝
の
声
か
け
運
動

○
オ
ア
シ
ス
人
形
劇
公
演
（対
象
】幼
・保
）

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間

○
有
害
図
書
要
望
訪
間

○
オ
ア
シ
ス
人
形
劇
公
演
（対
象

幼̈
・保
）

○
夏
休
み
特
別
補
導

○
す
こ
や
か
７７
号
発
行

○
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
講
演
会

○
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

○
夏
休
み
特
別
補
導

○
苅
田
町
盆
踊
り
補
導

○
先
進
地
研
修
視
察

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
強
調
月
間

○
健
全
育
成
講
演
会

○
神
幸
祭
補
導

○
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
オ
ア
シ
ス
等
入
選
者
表
彰

○
朝
の
声
か
け
運
動

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
化
月
間

○
す
こ
や
か
７８
号
発
行

〇
年
末
特
別
補
導

〇
年
始
特
別
補
導

〇
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

○
ど
ん
ど
焼
き
補
導

○
家
庭
教
育
講
座

○
役
員
・委
員
講
演
会

○
春
休
み
特
別
補
導

○
す
こ
や
か
７９
号
発
行

ヽロ

ヽプ

ヽ

諄歩課場i裁県民会議
と
　
き
　
平
成
２７
年
５
月
２９
日
（金
）

と
こ
ろ
　
福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

福
岡
県
下
よ
り
市
町
村
民
会
議
の

会
員
が
参
加
し
、
議
案
審
議
に
先
立

ち
、
平
成
二
十
七
年
度
青
少
年
団
体

表
彰
を
行
い
、
永
年
の
活
動
に
対
し
、

個
人
表
彰

・
団
体
表
彰

・
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た

議
案
審
議
に
入
り
、
今
年
は
例
年

に
な
く
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、

有
意
義
な
通
常
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

2

通
常
総
会
に
参
加
し

会

議

町民会議出席者

〈
ム
　
　
Ｆヌ

三
角

副
会

長
吉

野

役
　
員
森

主
計

氏

利
子

氏

賞
生

氏
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6月 23日 (火 )与原保育園で「オアシス運動啓発人形劇公演」がありました。

梅雨曇りの涼しい風が窓から時折入る中、園児総勢 145名 がホールに集まりま

した。

与原小校区のおかあさん6名の読書ボランティア「スイミー」の方たちによつ

て、オアシスの人形劇、わらべ歌、絵本の読み聞かせ、手作り人形劇等、小さな園

児の真剣なまなざしに楽しく優しく伝わることができたと思います。

最後に園児たちのオアシスのア「ありがとう」で公演を終えました。

なお、苅田町の読み間かせを広める会「マザーグース」(濱田順子代表)が

2015年度の子どもの読書活動優秀実践団体として文部科学大臣表彰を受賞さ
れました。

18年にわたつて、苅田町内の全6小学校で活動の輪を広めてこられた事が高く

評価されての受賞でした。おめでとうございます。

与原保育園 |こて 第一ひまわしノ保育園 |こて 「マサーグース」表彰の報告挨拶

〓量
=|
I輪‐写‐塾」|

がし ると、元

か せ

こと
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